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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床下点検口又は床下収納庫本体の開口を区画する額縁形態の外枠へ、水平な第１支点軸
を介して起伏的な回動自在に枢着された開閉蓋と、
　基端部が水平な第２支点軸を介して上記開閉蓋の中途部へ、各々回動自在に枢着された
左右一対のサイド支持ステーと、
　上記開閉蓋を常に起し上げる回動方向へ弾圧付勢すべく、上記サイド支持ステーの第２
支点軸に各々巻き付けられた左右一対の荷重支持バネと、
　上記サイド支持ステーの先端部へ水平な第３支点軸を介して、各々回動自在に枢着され
た左右一対のスライダーと、
　そのスライダーを前後方向に沿ってスライドさせるべく、上記外枠又は床組み構造材へ
の固定状態に配列設置された左右一対の平行なスライドガイドレールと、
　上記スライダーの先端部を受け止めることができる対応位置関係として、そのスライド
ガイドレールの前部に取り付けられた左右一対の閉蓋用伸縮性突っ張りストッパーとを備
え、
　上記開閉蓋を伏倒する閉蓋過程において、上記第２支点軸が第１支点軸と第３支点軸と
を結ぶ一直線上の思案点に位置した時、上記突っ張りストッパーを最も短く圧縮し、
　引き続き第２支点軸が上記思案点を越えて下方へ伏倒した全閉時に、その開閉蓋の全閉
状態を上記突っ張りストッパーの復元張力によって自動ロックするように定めたことを特
徴とする床下点検口用又は床下収納庫用の蓋開閉機構。
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【請求項２】
　閉蓋用の伸縮性突っ張りストッパーを圧縮コイルバネとして、その張力を強く又は弱く
調整セットできるように定めたことを特徴とする請求項１記載の床下点検口用又は床下収
納庫用の蓋開閉機構。
【請求項３】
　スライドガイドレールに沿って後方へスライドするスライダーを受け止める開蓋用固定
ストッパーを、そのスライドガイドレールの後部へ取付位置の調整可能に取り付けたこと
を特徴とする請求項１記載の床下点検口用又は床下収納庫用の蓋開閉機構。
【請求項４】
　スライドガイドレールをリップ付きのチャンネル溝形レールとして、その溝底となる背
壁面を点在分布する複数の皿ビスや接着剤、その他の固定手段により、外枠の下端部又は
床組み構造材へ取り付けたことを特徴とする請求項１記載の床下点検口用又は床下収納庫
用の蓋開閉機構。
【請求項５】
　外枠をその下端部にスライドガイドレールが付属する連続一体品として、押出成形する
と共に、
　そのスライドガイドレール付きの外枠を床板又は／及び床組み構造材へ、点在分布する
複数のビスや接着剤、その他の固定手段によって取り付けたことを特徴とする請求項１記
載の床下点検口用又は床下収納庫用の蓋開閉機構。
【請求項６】
　スライドガイドレールをリップ付きのチャンネル溝形レールとして、アルミ材から押出
成形する一方、
　スライダーを前後方向に沿って延在する一定長さの金属竪板と、その前後両端部に各々
被着一体化された円盤状の合成樹脂キャップと、同じく金属竪板の前後両端部付近に各々
挟み付け一体化されたリング状の第１合成樹脂シューと、上記金属竪板の中央部から横向
き一体的に突出する水平な第３支点軸とから成る組立ユニット体として、
　上記スライドガイドレールのリップと係合し得る凹周溝を備えた第２合成樹脂シューを
、上記スライダーにおける第３支点軸の中途部へ差し込み套嵌させると共に、
　その第３支点軸の突出先端部へサイド支持ステーの先端部を抜け止め状態に差し込んだ
ことを特徴とする請求項１記載の床下点検口用又は床下収納庫用の蓋開閉機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は建物の床面に開口する床下点検口や床下収納庫の開閉蓋を無衝撃での軽く円滑
に回動作用させることができると共に、その自動ロックされた安定な全閉状態を保てる蓋
開閉機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の床下収納庫として、床面の開口部に設置された外枠へ収納庫本体の開閉蓋を、水
平なヒンジにより起伏的な回動自在に枢着した構造のものが広く知られているが、これで
は人手による閉蓋操作時、その蓋の自重も加わって、外枠へ勢いよく衝突することにより
、大きな衝撃音を発生したり、操作手を詰めて負傷したりするおそれがある。
【０００３】
　このような問題の対策案は特許文献１、２に開示されている。そのうち、特に特許文献
２に記載されている床下収納庫の蓋スライド機構では、収納庫本体（２）の蓋（４）を保
持するアーム（７）が水平ガイドレール（１５）に沿って前後（Ａ）（Ｂ）方向へスライ
ドし、そのアーム側スライダー（９）が閉蓋時、前側ストッパーブロック（２８）の衝撃
吸収用バネ（１２）により受け止められるようになっている点で、本発明に最も近似する
公知技術であると考えられる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２７４９５５１号公報
【特許文献２】特許第３７６４７３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、特許文献２に記載の衝撃吸収用バネ（１２）は、アーム側スライダー（９）
を凸部（３２）に当たる前に受け止めて、閉蓋時におけるアーム側スライダー（９）と凸
部（３２）との衝撃を緩和するためのものであり、図５のような蓋（４）の全閉状態を自
動ロックするものではない。
【０００６】
　図５の全閉状態を確認するも、蓋保持用アーム（７）の一端（７ａ）をなすアーム軸（
２４）は、同じくアーム（７）の他端（７ｂ）をなすアーム軸（２５）と、蓋（４）の回
転軸（Ｍ）（ヒンジ軸）とを結ぶ一直線上の思案点よりも、依然として上方位置にあるた
め、上記衝撃吸収用バネ（１２）の有無に拘らず、蓋（４）の全閉状態を弾圧的に自動ロ
ックすることは不可能である。
【０００７】
　特許文献２に記載の蓋スライド機構は、あくまでも所謂スライドヒンジ機構を特殊化し
たものとして、開蓋時には蓋（４）を前進移動させることにより、その蓋（４）と枠（５
）との擦れ合うことを防ぐ一方、全閉時には逆に蓋（４）と枠（５）との間隙（Ｓ）を極
力無くすことを目的にしており、そのための必要構成も複雑である結果、施工性と量産性
に劣り、新設建物の床下収納庫に適用するならばともかく、既設建物の床下収納庫や床下
点検口へ容易に便利良く後付け施工することができない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明はこのような課題の抜本的な解決を目的としており、その目的を達成するために
、請求項１では床下点検口又は床下収納庫本体の開口を区画する額縁形態の外枠へ、水平
な第１支点軸を介して起伏的な回動自在に枢着された開閉蓋と、
【０００９】
　基端部が水平な第２支点軸を介して上記開閉蓋の中途部へ、各々回動自在に枢着された
左右一対のサイド支持ステーと、
【００１０】
　上記開閉蓋を常に起し上げる回動方向へ弾圧付勢すべく、上記サイド支持ステーの第２
支点軸に各々巻き付けられた左右一対の荷重支持バネと、
【００１１】
　上記サイド支持ステーの先端部へ水平な第３支点軸を介して、各々回動自在に枢着され
た左右一対のスライダーと、
【００１２】
　そのスライダーを前後方向に沿ってスライドさせるべく、上記外枠又は床組み構造材へ
の固定状態に配列設置された左右一対の平行なスライドガイドレールと、
【００１３】
　上記スライダーの先端部を受け止めることができる対応位置関係として、そのスライド
ガイドレールの前部に取り付けられた左右一対の閉蓋用伸縮性突っ張りストッパーとを備
え、
【００１４】
　上記開閉蓋を伏倒する閉蓋過程において、上記第２支点軸が第１支点軸と第３支点軸と
を結ぶ一直線上の思案点に位置した時、上記突っ張りストッパーを最も短く圧縮し、
【００１５】
　引き続き第２支点軸が上記思案点を越えて下方へ伏倒した全閉時に、その開閉蓋の全閉
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状態を上記突っ張りストッパーの復元張力によって自動ロックするように定めたことを特
徴とする。
【００１６】
　又、請求項２では閉蓋用の伸縮性突っ張りストッパーを圧縮コイルバネとして、その張
力を強く又は弱く調整セットできるように定めたことを特徴とする。
【００１７】
　請求項３ではスライドガイドレールに沿って後方へスライドするスライダーを受け止め
る開蓋用の固定ストッパーを、そのスライドガイドレールの後部へ取付位置の調整可能に
取り付けたことを特徴とする。
【００１８】
　請求項４ではスライドガイドレールをリップ付きのチャンネル溝形レールとして、その
溝底となる背壁面を点在分布する複数の皿ビスや接着剤、その他の固定手段により、外枠
の下端部又は床組み構造材へ取り付けたことを特徴とする。
【００１９】
　請求項５では外枠をその下端部にスライドガイドレールが付属する連続一体品として、
押出成形すると共に、
【００２０】
　そのスライドガイドレール付きの外枠を床板又は／及び床組み構造材へ、点在分布する
複数のビスや接着剤、その他の固定手段によって取り付けたことを特徴とする。
【００２１】
　更に、請求項６ではスライドガイドレールをリップ付きのチャンネル溝形レールとして
、アルミ材から押出成形する一方、
【００２２】
　スライダーを前後方向に沿って延在する一定長さの金属竪板と、その前後両端部に各々
被着一体化された円盤状の合成樹脂キャップと、同じく金属竪板の前後両端部付近に各々
挟み付け一体化されたリング状の第１合成樹脂シューと、上記金属竪板の中央部から横向
き一体的に突出する水平な第３支点軸とから成る組立ユニット体として、
【００２３】
　上記スライドガイドレールのリップと係合し得る凹周溝を備えた第２合成樹脂シューを
、上記スライダーにおける第３支点軸の中途部へ差し込み套嵌させると共に、
【００２４】
　その第３支点軸の突出先端部へサイド支持ステーの先端部を抜け止め状態に差し込んだ
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　請求項１の構成によれば、外枠へ起伏的な回動自在に枢着された開閉蓋を、軽く滑らか
に起伏操作することができ、特に閉蓋時に開閉蓋が外枠へ勢いよく衝突して、大きな衝撃
音を発生したり、その操作手を詰めて負傷したりするおそれがなく、安定・確固に自動ロ
ックされた全閉状態を得られる効果がある。
【００２６】
　しかも、スライダーのスライドガイドレールが外枠又は床組み構造材（根太）へ配列設
置されるようになっているため、既設の建物にも容易に便利良く後付け使用することがで
き、例えば２連式の床下収納庫本体をスライドさせるハンガーレールが、上記床組み構造
材（根太）の下方位置にある別な床組み構造材（大引）に取り付け固定されていても、そ
のハンガーレールに邪魔されることなく、上記スライドガイドレールも含む本発明の機構
全体を便利良く取り付け施工し得る効果がある。
【００２７】
　特に、請求項２の構成を採用するならば、上記開閉蓋における全閉状態の弾圧的な自動
ロック力を、予じめ強く又は弱く適度に調整セットしておくことができ、開閉蓋の荷重や
その荷重支持バネの張力などが変っても、その対応に役立つ効果がある。
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【００２８】
　請求項３の構成を採用するならば、スライダーを受け止める開蓋用固定ストッパーの取
付位置を、スライドガイドレールに沿って移動させることにより、開閉蓋における全開状
態の起し上げ回動角度を大きく又は小さく調整セットすることができ、施工性や利便性が
向上する。
【００２９】
　又、請求項４の構成を採用するならば、スライダーのスライドガイドレールがリップ付
きのチャンネル溝形レールであるため、その溝底となる背壁面を外枠の下端部又は床組み
構造材（根太）へ取り付け固定することにより、その溝形レールの残る開口面を床下点検
口や床下収納庫本体が存在する内側へ横向きに指向させることができる。
【００３０】
　請求項５の構成を採用するならば、外枠がその下端部にスライドガイドレールを付属す
る連続一体品であるため、新設の建物にふさわしい仕様品として、その床板又は／及び床
組み構造材（根太）へ容易に便利良く取り付け固定することができ、施工性と量産効果の
向上に役立つ。
【００３１】
　更に、請求項６の構成を採用するならば、スライダーの第１合成樹脂シューがスライド
ガイドレールの内壁面と接触し乍らスライドし、同じく第２合成樹脂シューがスライドガ
イドレールのリップと係合し乍らスライドするため、そのスライダーの不正に振れ動くお
それがなく、滑らかな往復直線運動を営なませることができるほか、そのスライダーの前
後両端部に被着一体化された合成樹脂キャップ（当り）が、前方へのスライド時には全閉
用の伸縮性突っ張りストッパー（圧縮コイルバネ）に接当する一方、後方へのスライド時
には全開用の固定ストッパー（角ブロック）と接当するため、その無衝撃・消音での安定
な受け止め状態を得られる効果もある。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の床下点検口に適用実施した開閉蓋の全開状態を示す側面図である。
【図２】図１の正面図である。
【図３】図１から開閉蓋を伏倒する閉蓋過程の側面図である。
【図４】図３に続く開閉蓋の閉蓋過程を示す側面図である。
【図５】図４に閉蓋過程を示す側面図である。
【図６】図５に続く閉蓋過程として、その開閉蓋の一旦停止した浮上状態を示す側面図で
ある。
【図７】図６に続く開閉蓋の全閉状態を示す側面図である。
【図８】スライドガイドレールを抽出して示す平面図である。
【図９】図８の正面図である。
【図１０】スライダーを抽出して示す平面図である。
【図１１】図１０の正面図である。
【図１２】図９の１２－１２線拡大断面図である。
【図１３】図９の１３－１３線拡大断面図である。
【図１４】図９の１４－１４線拡大断面図である。
【図１５】図９の１５－１５線拡大断面図である。
【図１６】図９の１６－１６線拡大断面図である。
【図１７】本発明の床下収納庫に適用実施した開閉蓋の全開状態を示す図１に対応する側
面図である。
【図１８】図１７の正面図であって、図３と対応する。
【図１９】外枠とスライドガイドレールとの一体成形品を取り付け使用状態において示す
拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
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　以下、図面に基いて本発明の具体的構成を詳述すると、図１～７はその床下点検口の開
閉蓋に適用した本発明の実施形態を示しており、（Ｆ）は床板（１）の方形な切り欠き開
口部（点検口）（Ｏ）と対応する額縁形態に組立一体化された外枠であって、一定深さの
囲い立壁（２）と、その上端部から内外方向へ張り出す化粧用トップフランジ（３）と、
同じく囲い立壁（２）の下端部から内向きに張り出す蓋受け用ベースフランジ（４）とを
備え、そのトップフランジ（３）が上記床板（１）の点検口（Ｏ）を縁取り被覆した係止
状態のもとで、その囲い立壁（２）が床板（１）へ直かに又は上記ベースフランジ（４）
と締結される別個な支持金具（図示省略）を介して、床組み構造材（根太）（５）に取り
付け固定されている。その床板（１）や床組み構造材（５）に対する外枠（Ｆ）の固定ビ
スは、図示省略してある。
【００３４】
　（Ｃ）は上記外枠（Ｆ）の内部に嵌合し得る大きさと平面形状の開閉蓋であって、一定
厚みの合板（６）とその周縁部へタッピングネジ（図示省略）などを介して被着一体化さ
れた蓋枠（内枠）（７）とから成り、その蓋枠（７）の方形な一辺（後辺）が複数の蝶番
（８）によって、上記外枠（Ｆ）の囲い立壁（２）へ内側から枢着されている。その結果
、開閉蓋（Ｃ）は蝶番（８）の水平な第１支点軸（Ｐ１）を中心として、起伏的に回動作
用し得る。（９）はその開閉蓋（Ｃ）の前辺へ片寄った位置において、沈没状態に枢着さ
れた半円形の回動把手であり、これを起し出して開閉操作できるようになっている。
【００３５】
　その場合、図示の実施形態では上記開閉蓋（Ｃ）の蓋枠（７）を別個なコーナー連結ピ
ース（１０）の介挿使用によって、平面視の方形に枠組み一体化しているが、このような
合成樹脂製コーナー連結ピース（１０）の使用を省略して、上記蓋枠（７）をその隣り合
う端部同士での４５度に突き合わせることにより、同様な額縁形態に組立一体化しても良
い。
【００３６】
　（１１）は左右一対のサイド支持ステー用取付ブラケットであって、アングル形やチャ
ンネル溝形などの金属板から成り、そのフラットな座板片（１１ａ）が上記開閉蓋（Ｃ）
における左右両サイド辺の中途部へ、裏側から複数の皿ビス（１２）や接着剤などによっ
て各々固定されている一方、その開閉蓋（Ｃ）から裏向きに突出することとなる起立板片
（１１ｂ）には、第２支点軸（Ｐ２）が水平の貫通状態に固定横架されている。
【００３７】
　（１３）は一定長さ（Ｌ１）を有する左右一対のサイド支持ステーであって、上記開閉
蓋（Ｃ）の前後方向に沿って延在し、その基端部（後端部）が上記第２支点軸（Ｐ２）に
差し込まれた枢着状態にあり、その第２支点軸（Ｐ２）を中心として回動作用できるよう
になっている。
【００３８】
　（１４）は上記サイド支持ステー（１３）の基端部（後端部）へ片寄った中途部から、
内向き一体的に突設された水平なバネ受けピン、（１５）は上記第２支点軸（Ｐ２）に各
々巻き付けられた左右一対の荷重支持バネ（キックバネ／蔓巻きコイルバネ）であって、
その切り離し一端部（１５ａ）が上記開閉蓋（Ｃ）の裏面へ、残る切り離し他端部（１５
ｂ）が上記サイド支持ステー（１３）のバネ受けピン（１４）へ各々係止されることによ
り、開閉蓋（Ｃ）を常に起し上げる回動方向（開蓋方向）へ弾圧付勢している。
【００３９】
　又、（Ｇ）は上記外枠（Ｆ）の真下位置を前後方向に沿って延在する左右一対の平行な
スライドガイドレールであって、図２や図８、９に示すようなリップ（１６）付きのチャ
ンネル溝形に押出成形されたアルミ材やリップ（１６）付きのチャンネル溝形鋼材などか
ら成り、その溝底となる背壁面（１７）が複数の皿ビス（１８）や接着剤などによって、
床組み構造材（根太）（５）に取り付け固定されている。その結果、正面が上記点検口（
Ｏ）の内側に向かって（横向きに）開口した列設状態にある。
【００４０】
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　（Ｓ）は上記スライドガイドレール（Ｇ）の内部を前後方向へ各々スライド（往復直線
運動）し得る左右一対のスライダーであり、その中央部が各々水平な第３支点軸（Ｐ３）
を介して、上記サイド支持ステー（１３）の先端部（前端部）へ回動自在に枢着されてい
る。
【００４１】
　そのため、開閉蓋（Ｃ）が第１支点軸（Ｐ１）を中心として、起し上げ方向へ回動され
た開蓋時には、同じく起し上げ方向へ追従回動するサイド支持ステー（１３）を介して、
スライダー（Ｓ）がそのスライドガイドレール（Ｇ）を後方（Ｂ）へスライドする。
【００４２】
　他方、上記開閉蓋（Ｃ）が第１支点軸（Ｐ１）を中心として、伏倒方向へ回動された閉
蓋時には、同じく伏倒方向へ追従回動するサイド支持ステー（１３）を介して、スライダ
ー（Ｓ）がそのスライドガイドレール（Ｇ）を前方（Ａ）へスライドすることになる。
【００４３】
　上記スライダー（Ｓ）の各個は図８～１３に抽出して示す如く、そのスライドガイドレ
ール（Ｇ）の溝内に納まる大きさの一定長さ（Ｌ２）を備えた金属竪板（１９）と、その
前後両端部へ各々被着一体化された円盤状の合成樹脂キャップ（当り）（２０）と、同じ
く金属竪板（１９）の前後両端部付近へ各々水平な貫通かしめピン（２１）を介して、左
右方向から挟み付け一体化されたリング状の第１合成樹脂シュー（２２ａ）（２２ｂ）と
、上記金属竪板（１９）の中央部から横向き一体的に突出する水平な第３支点軸（Ｐ３）
とから成る組立ユニット体であり、その第１合成樹脂シュー（２２ａ）（２２ｂ）の前後
一対づつ（合計４個）が、スライドガイドレール（Ｇ）と接触し乍ら、その溝内をスライ
ドすることになる。
【００４４】
　しかも、スライダー（Ｓ）における上記第３支点軸（Ｐ３）の中途部には、そのスライ
ドガイドレール（Ｇ）のリップ（１６）と係合し得る凹周溝（２３）を備えた言わばボビ
ン形の第２合成樹脂シュー（２４）が、差し込み套嵌された固定状態にあり、上記第１合
成樹脂シュー（２２ａ）（２２ｂ）と協働することによって、スライダー（Ｓ）の縦横方
向に向かう不正な振れ動きを防ぎ、潤滑しなくてもスライドガイドレール（Ｇ）の溝内を
円滑に正しく往復直線運動（スライド）し得るようになっている。
【００４５】
　そして、上記スライダー（Ｓ）におけるスライドガイドレール（Ｇ）から横向きに突出
する第３支点軸（Ｐ３）の先端部に、上記サイド支持ステー（１３）の先端部（前端部）
が抜け止め状態に差し込まれており、その第３支点軸（Ｐ３）を中心として回動作用する
ことができるようになっている。
【００４６】
　尚、第３支点軸（Ｐ３）は上記床組み構造材（根太）（５）に取り付け固定されたスラ
イドガイドレール（Ｇ）から、点検口（Ｏ）の内側に向かって突出する水平の横架状態に
ある。上記スライダー（Ｓ）を構成している合成樹脂キャップ（当り）（２０）と第１、
２合成樹脂シュー（２２ａ）（２２ｂ）（２４）の合成樹脂材としては、硬質な熱可塑性
樹脂のうち、特にポリアセタール（商品名：ジュラコン）を採用することが望ましい。
【００４７】
　（２５）は上記スライドガイドレール（Ｇ）の後部へ取り付けられることにより、スラ
イダー（Ｓ）の一端部（後端部の合成樹脂キャップ）を受け止めることができる開蓋用の
固定ストッパーであって、図８、９や図１４に示すようなスライドガイドレール（Ｇ）の
内部に嵌合する角ブロックから成り、これをスライドガイドレール（Ｇ）へ押し付ける固
定ボルト（２６）の進退操作によって、その取付位置を前後方向へ移動調整することがで
き、延いては開閉蓋（Ｃ）における全開時の起し上げ回動角度（α）を大きく又は小さく
調整セットし得るようになっている。その全開時の起し上げ回動角度（α）は好ましい鈍
角の一例として、約１０５度である。
【００４８】
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　更に、（２７）は上記スライドガイドレール（Ｇ）の前部へ取り付けられることにより
、スライダー（Ｓ）の他端部（前端部の合成樹脂キャップ）を受け止めることができる閉
蓋用の伸縮性突っ張りストッパーであって、圧縮コイルバネやゴム、その他の伸縮材から
成り、しかもその張力を強く又は弱く調整セットすることができるようになっている。
【００４９】
　即ち、図示実施形態の伸縮性突っ張りストッパー（２７）は圧縮コイルバネから具体化
されており、図８、９や図１５、１６に抽出して示す如く、その基端部（前端部）がスラ
イドブロック（２８）から後向き一体的に突出するバネ受け口筒（２９）へ、巻き付け状
態に固定されている。そのスライドブロック（２８）は上記スライドガイドレール（Ｇ）
の内部に嵌合する角形のブロックである。
【００５０】
　（３０）は同じくスライドガイドレール（Ｇ）の内部に嵌合した状態として、皿ビス（
３１）などにより固定されたギヤケースであり、上記スライドブロック（２８）への後向
きに開口した断面コ字形をなしている。（３２）（３３）はそのギヤケース（３０）の交
叉する垂直面（３４）（３５）へ互いに噛合回転し得る関係として、各々軸支された第１
、２ベベルギヤであり、その第１ベベルギヤ（３２）の支軸（取付ビス）（３６）を上記
スライドガイドレール（Ｇ）の開口した横方向（上記点検口の内側）から回転操作すれば
、これと噛合している第２ベベルギヤ（３３）が回転作用する。（３７）はその第２ベベ
ルギヤ（３３）の支軸（取付ビス）である。
【００５１】
　そして、上記第２ベベルギヤ（３３）の中心から後向き一体的に突出するネジ軸（３８
）が、上記スライドブロック（２８）の中心に螺合締結されている。そのため、上記第２
ベベルギヤ（３３）とネジ軸（３８）との一体的な回転作用を受けたスライドブロック（
２８）は、スライドガイドレール（Ｇ）の内部を前後方向へスライドすることとなり、延
いては上記スライダー（Ｓ）の就中合成樹脂キャップ（当り）（２０）を受け止める突っ
張りストッパー（圧縮コイルバネ）（２７）の張力（バネ圧）を、強く又は弱く調整する
ことができる。その調整セットを、上記第１ベベルギヤ（３２）における支軸（取付ビス
）（３６）の回転操作によって行なえるようになっているのである。
【００５２】
　次に、本発明に係る上記実施形態の蓋開閉作用を説明すると、図１、２は開閉蓋（Ｃ）
の全開状態を示しており、その開閉蓋（Ｃ）が第１支点軸（Ｐ１）を中心として、床板（
１）の平面から一定回動角度（α）（先に例示した約１０５度）だけ起し上げられた状態
にある。（Ｘ－Ｘ）は第１支点軸（Ｐ１）から第２支点軸（Ｐ２）までの距離を回動半径
（Ｒ）とする第２支点軸（Ｐ２）の円弧運動軌跡を示している。
【００５３】
　その場合、上記一定回動角度（α）だけ起し上げられた開閉蓋（Ｃ）の全開状態は、最
も後方（Ｂ）へスライドしたスライダー（Ｓ）を受け止める開蓋用の固定ストッパー（２
５）によって、安定良く位置決め保持されることになる。その固定ストッパー（２５）の
取付位置をスライドガイドレール（Ｇ）の前後方向へ移動調整することにより、全開時の
起し上げ回動角度（α）を大きく又は小さく調整セットできることは、既述のとおりであ
る。
【００５４】
　そして、上記開閉蓋（Ｃ）を図１、２の全開状態から、その荷重支持バネ（キックバネ
／蔓巻きコイルバネ）（１５）の付勢力に抗しつつ下方へ、図３、４のように伏倒させて
ゆくと、これに追従伏倒するサイド支持ステー（１３）を介して、その先端部（前端部）
のスライダー（Ｓ）がスライドガイドレール（Ｇ）を前方（Ａ）へスライドし、やがて閉
蓋用の伸縮性突っ張りストッパー（圧縮コイルバネ）（２７）に接当することとなる。
【００５５】
　図４はその接当した中途過程を示しているが、その後突っ張りストッパー（圧縮コイル
バネ）（２７）の付勢力に抗しつつ、引き続き開閉蓋（Ｃ）を図５、６のように下方へ伏
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倒させてゆくと、やがて上記第２支点軸（Ｐ２）が図６のような第１支点軸（Ｐ１）と第
３支点軸（Ｐ３）とを結ぶ一直線上の思案点（Ｙ－Ｙ）に到達することとなり、その位置
において上記突っ張りストッパー（圧縮コイルバネ）（２７）が最も圧縮されるが、開閉
蓋（Ｃ）は未だ全閉状態にならず、床板（１）の平面から一定回動角度（β）（例えば約
７．５度）だけ浮上した状態にある。
【００５６】
　このような浮上状態は開閉蓋（Ｃ）自身の荷重（質量）と、その荷重支持バネ（１５）
の張力と、伸縮性突っ張りストッパー（圧縮コイルバネ）（２７）の張力との全体的な均
衡状態を意味し、開閉蓋（Ｃ）の伏倒（押し下げ）操作力を解放した場合、その開閉蓋（
Ｃ）が自づと上記回動角度（β）だけ浮上した状態に一旦停止することとなる。その結果
、開閉蓋（Ｃ）の人手による閉蓋操作時、その開閉蓋（Ｃ）が上記外枠（Ｆ）へ衝突して
、大きな衝撃音を発生したり、操作手を詰めて負傷したりするおそれはない。
【００５７】
　そして、図６のような一旦停止した浮上状態から、上記第２支点軸（Ｐ２）が思案点（
Ｙ－Ｙ）を越えるまで、更に開閉蓋（Ｃ）を下方へ伏倒させれば、その開閉蓋（Ｃ）の全
閉状態を示す図７から明白なように、上記円弧運動軌跡（Ｘ－Ｘ）を描く第２支点軸（Ｐ
２）が、図６の位置よりも一定距離（Ｄ）（例えば約２．２５mm）だけ後方（Ｂ）へ位置
ズレすると共に、その位置ズレ相当分だけ上記突っ張りストッパー（圧縮コイルバネ）（
２７）が復元的に伸張することになり、その張力によって上記開閉蓋（Ｃ）の全閉状態を
弾圧的に自動ロックすることができ、使用中に振動や衝撃などの外力を受けるも、不慮に
浮上したり、まして大きく開くおそれはない。
【００５８】
　逆に、図７のような上記開閉蓋（Ｃ）の全閉状態から、その開閉蓋（Ｃ）の回動把手（
９）を持って起し上げてゆく過程において、その起し上げ操作力を解放すると、開閉蓋（
Ｃ）は図６のような上記回動角度（β）（先に例示した約７．５度）を保つ浮上状態とし
て、一旦自然と停止することになる。
【００５９】
　更に、その図６の一旦停止した浮上状態から、開閉蓋（Ｃ）を起し上げれば、上記第２
支点軸（Ｐ２）が思案点（Ｙ－Ｙ）を越えて上方へ移動することになるため、その第２支
点軸（Ｐ２）に巻き付けられている荷重支持バネ（キックバネ／蔓巻きコイルバネ）（１
５）の起し上げ付勢力とも相俟って、その開閉蓋（Ｃ）を図５～図３の中途過程を経由し
、図１、２の全開状態まで軽く円滑に起し上げることができる。
【００６０】
　尚、このような図７の全閉状態から図１、２の全開状態まで開閉蓋（Ｃ）を円滑・軽快
に起し上げ得ることは、その開閉蓋（Ｃ）を途中で一旦停止させることなく、連続的に操
作した場合にも達成される効果であることは言うまでもない。
【００６１】
　先には床下点検口の開閉蓋に適用した本発明の実施形態を、図１～１６に基いて説明し
たが、床下点検口用のみならず、床下収納庫用の開閉蓋についても本発明を適用すること
ができる。
【００６２】
　つまり、図１７、１８は２連式（但し、１個だけ図示している）としてスライドされる
床下収納庫に適用した本発明の別な実施形態を示しており、その床下収納庫本体（３９）
の方形な開口が上記開閉蓋（Ｃ）によって開閉されるようになっている。その蓋開閉機構
としての構成や開閉作用は、図１～１６の上記実施形態と実質的に同一であるため、図１
７、１８に図１～１６との対応符号を記入するにとどめて、その詳細な説明を省略する。
【００６３】
　スライド式の床下収納庫では、その床下収納庫本体（３９）の開口上縁部（４０）に左
右一対づつ（合計４個）のハンガーブラケット（４１）が付属一体化されている。そのハ
ンガーブラケット（４１）はほぼ倒立Ｕ字形の金属板から成り、その溝内に各々軸支され
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た滑車（４２）が、左右一対の平行なハンガーレール（４３）上を転がり、そのハンガー
レール（４３）に沿って前後方向へスライドするようになっている。
【００６４】
　上記滑車（４２）のハンガーレール（４３）は、図１～６に基いて説示したスライダー
（Ｓ）のスライドガイドレール（Ｇ）よりも下方位置にあり、別な床組み構造材（大引）
（４４）へ溶接やその他の固定手段によって取り付け固定されている。
【００６５】
　本発明の蓋開閉機構では、上記スライダー（Ｓ）のスライドガイドレール（Ｇ）が床組
み構造材（根太）（５）に取り付け固定されるようになっている構成のため、上記外枠（
Ｆ）に枢着される開閉蓋（Ｃ）と、床下収納庫本体（３９）の開口上縁部（４０）との上
下相互間隙や、外枠（Ｆ）と床下収納庫本体（３９）との左右相互間隙が狭小であっても
、その間隙へ支障なく内蔵設置することができる。
【００６６】
　更に言えば、スライダー（Ｓ）のスライドガイドレール（Ｇ）が床組み構造材（根太）
（５）へ取り付け固定されるようになっている構成の場合、本発明の蓋開閉機構を既設の
建物へ容易に後付け使用できる利点があると言える。
【００６７】
　但し、上記スライダー（Ｓ）のスライドガイドレール（Ｇ）を既設の床組み構造材（根
太）（５）へ取り付け固定する代りに、外枠（Ｆ）の延長した下端部へ取り付け固定して
も良く、又図１９に示す如く外枠（Ｆ）を、その下端部に上記スライダー（Ｓ）のスライ
ドガイドレール（Ｇ）が付属する連続一体品として、アルミ材から押出成形すると共に、
そのスライドガイドレール（Ｇ）付きの外枠（Ｆ）を床板（１）又は／及び床組み構造材
（根太）（５）へ、点在分布する複数のビス（１８）（４５）や接着剤などによって取り
付け固定しても良い。これによれば、新設の建物に対する施工性や量産効果などの向上に
役立つ。
【００６８】
　尚、上記スライダー（Ｓ）のスライドガイドレール（Ｇ）としても図示実施形態のよう
なリップ付きのチャンネル溝形に押出成形されたものだけに限らず、そのスライダー（Ｓ
）を前後方向へ直線的にスライドさせることができるならば、エ字形やその他の非チャン
ネル溝形のスライドガイドレールを採用してもさしつかえない。　　　　　　　　　　　
【符号の説明】
【００６９】
　（１）・床板
　（２）・囲い立壁
　（３）・トップフランジ
　（４）・ベースフランジ
　（５）・床組み構造材（根太）
　（６）・合板
　（７）・蓋枠
　（８）・蝶番
　（９）・回動把手
　（１０）・コーナー連結ピース
　（１１）・取付ブラケット
　（１１ａ）・座板片
　（１１ｂ）・起立板片
　（１２）（１８）（３１）・皿ビス
　（１３）・サイド支持ステー
　（１４）・バネ受けピン
　（１５）・荷重支持バネ
　（１５ａ）・切り離し一端部
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　（１５ｂ）・切り離し他端部
　（１６）・リップ
　（１７）・背壁面
　（１９）・金属竪板
　（２０）・合成樹脂キャップ（当り）
　（２１）・貫通かしめピン
　（２２ａ）（２２ｂ）・第１合成樹脂シュー
　（２３）・凹周溝
　（２４）・第２合成樹脂シュー
　（２５）・開蓋用の固定ストッパー
　（２６）・固定ボルト
　（２７）・閉蓋用の突っ張りストッパー
　（２８）・スライドブロック
　（２９）・バネ受け口筒
　（３０）・ギヤケース
　（３２）・第１ベベルギヤ
　（３３）・第２ベベルギヤ
　（３４）（３５）・垂直面
　（３６）・第１ベベルギヤの支軸
　（３７）・第２ベベルギヤの支軸
　（３８）・ネジ軸
　（３９）・床下収納庫本体
　（４０）・開口上縁部
　（４１）・ハンガーブラケット
　（４２）・滑車
　（４３）・ハンガーレール
　（４４）・床組み構造材（大引）
　（４５）・ビス
　（Ｃ）・開閉蓋
　（Ｄ）・一定距離
　（Ｆ）・外枠
　（Ｇ）・スライドガイドレール
　（Ｏ）・点検口
　（Ｓ）・スライダー
　（Ｌ１）（Ｌ２）・長さ
　（Ｐ１）・第１支点軸
　（Ｐ２）・第２支点軸
　（Ｐ３）・第３支点軸
　（Ｘ－Ｘ）・第２支点軸の円弧運動軌跡
　（Ｙ－Ｙ）・思案点
　（Ｒ）・第２支点軸の回動半径
　（α）・開閉蓋における全開時の起し上げ回動角度
　（β）・開閉蓋における一旦停止時の浮上角度
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